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【公開番号】特開2002-240215(P2002-240215A)
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【出願番号】特願2001-46477(P2001-46477)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月6日(2008.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　ポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の少なくとも１面にゲル化可能な機能
性高分子物質の多孔質体（Ｂ）からなる被覆層を形成してなる複合膜において、多孔質体
（Ｂ）の平均孔径がポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の最大孔径よりも大きいことを特徴と
する複合膜。
　　【請求項２】　膜厚がポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の１．０１倍～１０倍で、かつ
透気度がポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の１．０１倍～１０倍であることを特徴とする請
求項１記載の複合膜。
　　【請求項３】　前記多孔質体（Ｂ）を構成する機能性高分子物質が、ポリアクリロニ
トリル、ポリフッ化ビニリデン、ポリオキシエチレン、ポリオキシプロピレン又はこれら
ポリマーのモノマーを共重合したものであることを特徴とする請求項１又は２記載の複合
膜。
　　【請求項４】　ポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の少なくとも１面に機能性高分子物質
溶液を塗布する工程と、該塗布面を該機能性高分子物質の貧溶剤に接触させることにより
相分離させる工程と、該相分離した面を加熱、乾燥させることにより機能性高分子物質の
多孔質体（Ｂ）からなる被覆層を形成させる工程とからなることを特徴とする請求項１又
は２に記載の複合膜の製造方法。
　　【請求項５】　ポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の少なくとも１面に機能性高分子物質
をその良溶剤と貧溶剤との混合物に溶解した溶液を塗布する工程と、該塗布面から良溶剤
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を選択的に蒸発飛散させることにより相分離させる工程と、該相分離した面に残留する貧
溶剤を除去することにより機能性高分子物質の多孔質体（Ｂ）からなる被覆層を形成させ
る工程とからなることを特徴とする請求項１又は２に記載の複合膜の製造方法。
　　【請求項６】　ポリオレフィン微多孔膜（Ａ）の少なくとも１面に機能性高分子物質
溶液を塗布する工程と、該塗布面を冷却させることにより相分離させる工程と、該相分離
した面を加熱、乾燥させることにより機能性高分子物質の多孔質体（Ｂ）からなる被覆層
を形成させる工程とからなることを特徴とする請求項１又は２に記載の複合膜の製造方法
。
　　【請求項７】　前記多孔質体（Ｂ）を構成する機能性高分子物質が、ポリアクリロニ
トリル、ポリフッ化ビニリデン、ポリオキシエチレン、ポリオキシプロピレン又はこれら
ポリマーのモノマーを共重合したものであることを特徴とする請求項４ないし６のいずれ
か１項に記載の複合膜の製造方法。
　　【請求項８】　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の複合膜を使用した電池用セ
パレータ。
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